















































































































































































































































































































































被験者数 平均値 標準偏差値 t値
Summarizing 42 6，643 2，302




被験者数 平均値 標準偏差値 t値
Summarizing 42 5，976 2，283







被験者数 平均値 標準偏差値 t値
Summarizing 42 12，452 4，360





被験者数 平均値 標準偏差値 t値
Summarizing 42 8，404 4，123














被験者数 平均値 標準偏差値 t値
Summarizing 42 16，000 4，567





被験者数 平均値 標準偏差値 t値
Summarizing 42 8，214 1，473
Note－taking 41 6，268 1，808
7，623
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊P＜．01
　表7，8の分析結果から，Production，　Dictationの両者において1％水準
で平均値に有意差が確認された。中間テストの結果と同様に，学習活動とし
てSummarizingを行ったグループは，　Note－takingを行ったグループより
も，2種類のテスト（課題）において高い得点を得ているということが明ら
かとなった。
　以上の分析結果から，事後テストの得点に関して，作業仮説1は支持され，
作業仮説2は支持されなかったと考慮される。
　（2）実験の結果のまとめと解釈
　前述の（1）における分析結果を，仮説に従ってまとめ，それぞれについて解
釈，検討を次のように行った。
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1．　「仮説1：英語のリスニングにおいて，深い情報処理を行わせる指導
　　方法は，深い情報処理が必要な課題において学習効果がある。」を検
　　証するため，深い情報処理を行わせる指導方法としてSummarizing
　　を用いたグループにおける中間テストによる途次の学習効果と，事後
　　テストによる継続的な学習効果について，深い情報処理を必要とする
　　課題であるProductionを実施した。その結果，仮説1は，中間テス
　　ト，事後テストにおいて支持された。よって，Summarizingという
　　指導方法が，英語のリスニングの「談話能力」の育成において，学習
　　効果が認められたと示唆される。また，学習効果を評価する課題とし
　　て，「コミュニケーション能力」のみでなく，「コミュニケーションへ
　　の積極性」，「言語や文化・国際理解」にっいても吟味した，Produc－
　　tionの適切性が確認できとたと考慮される。
2．「仮説2：英語のリスニングにおいて，浅い情報処理を行わせる指導
　　方法は，浅い情報処理が必要な課題において学習効果がある。」を検
　　証するため，浅い情報処理を行わせる指導方法としてNote－taking
　　を用いたグループにおける中間テストによる途次の学習効果と，事後
　　テストによる継続的な学習効果にっいて，浅い情報処理を必要とする
　　課題であるDictationを実施した。その結果，仮説2は，中間テスト，
　　事後テストにおいて棄却された。さらに，中間テスト，事後テストの
　　Dictation両者において，　Summarizingを実施したグループの平均点
　　に有意差が認められたことから，今回の実験においては，浅い情報処
　　理を行わせる指導方法よりも，より深い情報処理を行わせる指導方法
　　の方が，「言語理解に関するコミュニケーション能力」の育成を目的と
　　する学習活動においても，学習効果を確認できたことを示唆している
　　と言えよう。よって，浅い情報処理を行わせる指導方法と，浅い情報
　　処理が必要な課題における相関関係は認められなかったと考慮される。
5．研究の考察
5．1研究のまとめと考察
実験の結果から得られた知見をもとにして，次のような考察が得られた。
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　（1）指導方法に関して
　（a）深い情報処理を行う指導方法と課題
　実験において仮説1が支持されたことは，深い情報処理を行うSumma－
rizingのような指導方法は，英語の談話能力を育成する目的に適した効果的
な指導方法であると示唆された。また，仮説2が棄却され，深い情報処理を
行う指導方法が，浅い情報処理を必要とする課題に対しても効果が認められ
たことから，言語理解に関するコミュニケーション能力の育成においても，
効果的な指導方法であると言えよう。
　また深い情報処理を必要とするProductionのような課題については，深
い情報処理を行う指導方法の学習効果が実証されたことにより，指導方法と
課題の関連性が認められたこととなる。よって，英語の総合的なコミュニケー
ション能力の育成を目指す学習過程において，有効な評価方法であると示唆
される。
　（b）浅い情報処理を行う指導方法と課題
　実験において仮説2が棄却されたことは，浅い情報処理を行うNote－
takingのような指導方法が，本研究で浅い情報処理が必要な課題として取
り上げたDictationにおいて，深い情報処理を行う指導方法と比較した場合
に，学習効果が低かったと解釈するべきであると考慮される。また，Note－
takingとDictationの間に相関関係が見られなかったということは，　Dicta－
tionがNote－takingの学習効果を評価する課題として適切ではなかったこ
とを示している。しかしならが，Note－takingを実施したグループのPro－
ductionの得点を，中間テストと事後テストにおいて比較した場合，得点に
伸び率が確認できることは，Note・・takingの学習効果が評価されたと判断さ
れる。このことから，今後さらに浅い情報処理を行う指導方法と課題との関
連性は検討するべきであると言える。
　また本実験においては，Note－takingをSummarizingと比較した場合に，
「より浅い」情報処理を行う指導方法という意味で，「浅い」という言葉を用
いた。しかし，前述のCraikとLockhart（1972）の研究においては，「文
章を読んで，文章中の全てのeの文字を○で囲みなさい。」という，本実験
で取り上げたNote－takingよりもかなり浅いレベルの情報処理を行わせて
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いた。そこで，認知心理学の分野における処理水準のレベルにっいても，再
度検討する必要があると考えられる。
5．2今後の研究への示唆
　（1）指導方法と課題の関連性について
　等質性が認められた二っのグループにおいて，同一教材を用いて実施した
指導方法の学習効果が，課題によって異なった評価が確認できたということ
は，英語の学習過程において，評価方法の選択をよく吟味する必要があると
示唆される。学習目標に適切な指導方法を明らかにする研究においては，今
後あらゆる指導方法と，その学習効果を適切に評価する課題との関連性を追
求することは有意であると推測される。
　（2）情報の処理水準レベルについて
　本研究においては，認知学習理論に基づいた情報の処理水準レベルに焦点
を当てて，指導方法の学習効果および課題との関連性を検討した。しかし，
情報の処理水準は内面的な要因に帰属していることから，各指導方法が実際
にどのレベルで情報処理を行っているかということを観察するのは不可能で
ある。しかしながら，学習過程は情報処理過程の一環であることから，あら
ゆる指導方法について，処理水準との関連性において検討することは意義が
あると言えよう。
　（3）学習者特性と教材内容にっいて
　今回の実験では，教育工学の分野で示唆されている学習者特性は取り上げ
なかったが，指導方法の学習効果は学習者特性に大きく依存しているといえ
よう。今回使用した教材は，アメリカ文化を紹介したビデオ教材であったが，
実験後に実施したアンケートによると，学生が興味を持ったトピックは，個
人によって異なっていた。今度は，学習者特性や学習意欲等を考慮に入れて，
指導方法と課題の関連性を明らかにしていくことが望まれる。
（4）今後の展望
本研究で英語のリスニングにおける深い情報処理を行う指導方法との学習
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効果，及び課題との関連性が検証されたことは，総合的なコミュニケーショ
ン能力の育成を目指す学習目標に適した指導方法，及び課題の研究に示唆を
与えることとなり，意義があると考えられる。しかし，前述のように問題点
や課題が残されていることから，本研究から得られた結果を一般化すること
はまだ難しいと予想される。今後の実証的な研究の累積において，効果的な
指導方法と課題との関連性を少しずっ明らかにすると共に，効果が検証され
た指導方法に関しては，あらゆる学習場面で実践されることが期待される。
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【付記1】
　　　　　　　　　　　　MakingαLiving　oηthe　ln　te　rnet
　From　this　small　New　York　office，　a　radio　program　is　being　broadcast．　This　is
an　internet　radio　station，　and　it　requires　only　limited　equipment．　Using　the
Internet，　one　can　send　information　around　the　world　almost　instantaneously．
The　emergence　of　the　Internet　is　beginning　to　have　a　large　impact　on　Ameri－
can　society．（以下省略）
【付記2】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Production
　ビデオを見て次の問い，英文で答えなさい。ただし，最低3文以上とする。
Q：あなたはビデオに出てきた，CDをインターネット上で販売する家族をどのよ
うに思いましたか？　また，あなただったらこのCDショップを利用しますか？
利用する場合，しない場合，どちらもその理由を書きなさい。
【付記3】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Dictation
　From　this　small　New　York　office，　a　radio　　　　　　　　　　　．This　is　an
internet　radio　station，　and　it　　　　　　　　　　　　．Using　the　Internet，　one　can
send　information　around　the　world　almost　instantaneously．　The　emergence　of
the　Internet　is　beginning　to　have　　　　　　　　　　　　on　American　society．
（以下省略）
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